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まずほ初級用の活用形を学ぶソフトを作ることにした。そして「初級で学ぶ活用形を  
すべて網羅したものではあるにも拘わらず，構成はシンプルで学習者が難なく使用で  
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示する。   












する方式ではなく，クリックによる選択式をとる。   
最後に，習得のためにより効果的と思えば，初級者に対する通常の学習上の配慮な  
どにこだわらないこととした。例えば，初級では教科書に用いる語彙なども，よく用  
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まず動詞分類についての説明から始まる。既習の場合はスキップできるようにし   
ておく。ここで，1）子音動詞（Ⅰグループ），2）母音動詞（Ⅱグループ），3）不規   
則動詞（Ⅲグループ）に分かれて進むことになる。3  
【第二段階】各グループの作り方の説明  
2）と3）に関してはそのまま簡単な説明の後，すぐに練習問題にすすむことに   
なる。3）の不規則動詞グループの場合は，「来る」，「する」の2動詞と，名詞派生   
動詞をグループ分けしてもいいかもしれない。   
1）に関しては，更に1）s語幹，2）k，g語幹，3）m，n，b語幹，4）t，r，W   
語幹に分かれて説明を受け，そして練習問題に進むという構成になる。  
【第三段階】それぞれのグループでの練習問題  
こうしてそれぞれのグプレープで「て形」を作る締習問題をすることになる。この   
場合グループごとに行うのであるから，練習問題の答えはすべて（動詞語幹の部分  
3ここで母音動詞・子音動詞の見分け方の例などを与え，簡単な練習をしてもよいだろう。  
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を除いて）同じになり，解答するのほ易しい。しかし類似の解答を多くの動詞で作  
ることによって，語幹の形と「て形」との間の語形の連関を覚えていくことになる。   
もし，これでは問題があまり単純になりすぎ問題をする意味がないと考えるなら  
ば，適当に他のグループと組み合わせて一緒に学ぶようにしてもよい。  
【第四段階】まとめの問題   
最後にはまとめの意味ですべての動詞を対象にした「て形」を作る締習間靂を設  
ける。これを行うことによって初めて，学習者が「て形」の形成法を習得したかど  









を考察した。   
助詞の中でも多くの意味を持ち，用法の整理が重要な「に」と「で」について，試  
みに意味用法の整理とソフト化の試案を提出する。  
4．1「に」の用法   
助詞のこには多くの用法があり，すべてを網羅することば難しいが，初級から，初  
中級に出てくる用法を試みに整理してみただけでも，以下のように多様な用法が見ら  
れる。   
1）動詞の項 置く 入る 乗る 座る 触る 住む 会う 慣れる   
2）場所椙A いる ある 置く ここに名前を書く   
3）間接目的語 あげる もらう かりる 貸す 手紙を書く 電話をかける   
4）時 6時に 25日に 4月に 土曜日に ＜ニが入るもの入らないもの＞   
5）範囲 1週間に1回 1年に3回   
6）場所椙Bの ことデ 庭に埋める 植える 庭で埋める 植える   
7）所属のこ 会社に勤める 会社で働く  
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8）目的のこ 勉強に釆ました 花見に行きます   
9）変化10歳になります 勉強になります   
さらに，前に来る名詞句が「時を表わす語」「場所を表わす語」「人を表わす語」「事  
柄を表わす語」「ものを表わす語」の5種にまとめると，  
「時を表わす語」   4）6時に 25日に 4月に 土曜日に ＜有無の判別＞  
5）1週間に1回 1年に3回  
「場所を表わす語」 2）いる ある 置く ここに名前を書く  
7）会社に勤めている クラブに属している  
1）置く 住む 会う 慣れる  
「人を表わす語」  3）あげる もらう かりる 貸す 手紙を書く 電話をかける  
1）触る 住む 会う  
「事柄を表わす語」 8）勉強に釆ました 花見に行きます 旅行に行きます  
9）10歳になります 勉強になります  
「ものを表わす語」1）置く 入る 乗る 座る 触る 慣れる  




主要ルート  助詞のヌ寸五   
時 二の有無 頻度 期間  
場所の二，動詞の頂で場所をとるもの  
間接目的語の二，動詞の項で人をとるもの  




7）6）  動詞の項で所属の意味  
総合問題  
＿ りり ▼   















狙っている。   
このように，自律的に助詞「に」の意味用法を学習するCAI教材は，主要ルート，  
補充問題，確認のための総合問題の各問題群と説明力ードを，全員が必ず通過する単  
一の流れ図に沿って配置することで，簡単に構造化されることになる。   
前章でも述べたが，一昨年度に作成したランダムに間置を提示する動詞活用練習ソ  
フトのような問題は，最終段階の確認問題に当たるということが明瞭に認識される。  
4．2 「で」の用法  
「で」も「に」と同様，構造化をするために，まず用法を整理してみる。  
助詞デには以下のような用法がある。   
1）手段や道具 車で行く ペンで書く 英語で話す   
2）動作の行われる場所 駅で新聞を買う 京都で祭りがある   
3）範囲の限定 一年で スポーツの中で 世界で   
4）動作の完了の時間 10日で終わる 3月で卒業だ   
5）動作の原因，理由 風邪で休む 地震で家が壊れた   
6）材料 木でできた家 紙で作った烏   
7）動作の行われる状態 みんなで行く 現金で持っていく 大きい声で話す   
8）主体の量的限定 2個で100円する 1ケ月で10キロやせる 全部で千円だ   
9）動作の主体である組織委員会で調査する 学校で主催する  
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またこれらを前に来る名詞句で大別すると，  
「ものを表す語」   
7）車で行く ペンで書く 英語で話す   
6）木でできた家 紙で作った烏  
「場所や組織を表す語」   
8）駅で新聞を買う 京都で祭りがある   
9）委員会で調査する 学校で主催する  
「数量や時を表す語」   
9）一年でいつが  
10）10日で終わる 3月で卒業だ   
7）10kmで走る   
8）2個で100円する 1ケ月で10キロやせる  
となる。これらの初級テキスト「みんなの日本語Ⅰ，ⅠI」における提出順を考えると，  
1）2）8）3）7）4）6）5）になる。9）の動作の主体を表すものは扱っていない。   
次に学習者が助詞の「で」の使い方を習得するまでにたびたび犯す他の助詞との混  
乱を見てみると，助詞「に」とに関しては，以下のような意味類同士の混乱があると  
思われる。   
a）動作の行われる場所を表す「で」と存在を表す「に」   
b）範囲の限定をする「で」と範囲を表す「に」   





助けになるだろう。   
以下は練習の流れを表したフローチャートになる。  
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助詞の対立   
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期待できる。   
2）単なるドリルではなく，意味項目毎の理解度の応じて補充問題に進むか，主要  
ルートを進むか選択されるため，無駄の少ない練習ができる。  
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3）このような構造を持った単一な流れ図に沿ったソフトは，スクリプトも要らな   
いほど構造が単純で，殆どリレーション・ボタンだけで構成することができるの   





ではないだろうか。   
第4章の助詞の構造化については，今回はあくまでこのようなソフトも考えられる  
という意味で述べた。他の構造化も可能であろうし，また上で述べたように実際に授  
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